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AGXT2L2; PP9286; 5-phosphohydroxy-L-lysine phospho-lyase; Alanine--glyoxylate
aminotransferase 2-like 2
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	5-ホスホヒドロキシ-L-リジンホスホリアーゼ(PHYKPL) ホモ・サピエンス この遺伝子は、5-ホスホノオキシ-L-リジンからアンモニア、無機リン酸、および2-アミノアジピン酸セミアルデヒドへの変換を触媒するミトコンドリア酵素をコードする核遺伝子です。この遺伝子の変異は、ホスホヒドロキシリジン尿症を引き起こす可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年5月],補因子:ピリドキサールリン酸,類似性:クラスIIIピリドキサールリン酸依存性アミノトランスフェラーゼファミリーに属する,サブユニット:ホモテトラマー,
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	AGXT2L2抗体を用いたK562細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AGXT2L2 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

